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安全・安心・前進 の村政につながるか
平成29年度 一般会計・当初予算　41億1900万円　前年対比 1.8％増

　
平
成
29
年
３
月
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
16
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
予
算
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
即
決
案
件
３
件
、
委
員
会
付
託
13
件
等
、

提
案
さ
れ
議
案
は
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
同
意
２
件
、
平
成
28
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
等
12
件
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
発
議
の
意
見
書
は
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
関
係
機
関
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
８
名
が
登
壇
し
村
政
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

３月定例会
専
決
予
算
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
４
号
）　

他
２
件

全
員
賛
成

高
山
村
就
農
お
た
め
し
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

全
員
賛
成

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例　

  

全
員
賛
成

奨
学
金
貸
付
基
金
の
設
置
、
管
理
及

び
処
分
に
関
す
る
条
例　

  

全
員
賛
成

４
月
１
日
付
け
で
高
山
村
副
村
長
に

藤
沢
敏
和
氏
（
村
総
務
課
長
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。賛

成
多
数

平成 29 年度 一般会計・特別・企業会計予算

会　計　別 平成 29 年度
当初予算額

前年対比
増減額

前年対比
増減率

一般会計 41 億 1900 万円 7400 万円 1.8％

国民健康保険特別会計 ９億 9854 万円 6526 万円 7.0％

診療所特別会計 7225 万円 △ 504 万円 △ 6.5％

介護保険特別会計 7 億 213 万円 455 万円 0.7％

後期高齢者医療特別会計 7364 万円 △ 135 万円 △ 1.8％

水道事業特別会計 0 万円 △ 1 億 224 万円 〔皆減〕△ 100％

温泉開発事業特別会計 2941 万円 △ 5 万円 △ 0.2％

農業集落排水事業特別会計 9898 万円 192 万円 2.0％

下水道事業特別会計 2 億 2853 万円 △ 2180 万円 △ 8.7％

【企業会計】上下水道事業会計
収益的支出 1 億 3412 万円 4340 万円 47.9％

資本的支出　　 3683 万円 △ 2357 万円 △ 39.0％

即
　
決

同
　
意

新
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
の
主
な
も
の

中塩のしだれ桜。
中塩の阿弥陀堂の脇に立つ。花
の季節には阿弥陀堂の赤い屋根
を覆うように咲き満ち、モモや
リンゴの畑に囲まれた景観のな
か、カメラを向ける人も多い。
樹齢約 150 年。
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歳出されるお金の項目ごとの使われ方

扶 助 費 生活保護、児童手当、障がい者の支
援などの社会保障関係の費用です。

公 債 費 保育園、学校などの施設を建てた時
に借り入れたお金の返済金です。

普 通 建 設
事 業 費

道路の建設や改修工事、用地の購入
などに使われます。

物 件 費 消耗品や備品の購入費、光熱水費な
どに使われます。

地方交付税
16 億 9400 万円

（41.1％）国・県支出金
７億 8000 万円

（19.0％）

村税
６億 8900 万円

（16.7％）

その他
５億 5900 万円

（13.5％）

村債
３億 9700 万円

（9.7％）

歳　入
41億1900万円

物件費
７億 9900 万円

（19.4％）

公債費
４億 4300 万円

（10.8％）

人件費
６億 3500 万円

（15.4％）

扶助費
３億 4000 万円

（8.3％）

普通建設事業費
８億 900 万円

（19.7％）

その他
10 億 9300 万円

（26.4％）

歳　出
41億1900万円

安全・安心・前進 の村政につながるか
平成29年度 一般会計・当初予算　41億1900万円　前年対比 1.8％増

平成 29 年度 主要施策

就農おためし体験住宅管理、運営 474 万円

ICT による実証実験、研究拠点整備 3507 万円
有害鳥獣駆除委託、熊パトロール、
カラス檻１基 他 491 万円

松くい虫対策 1310 万円

（新）結婚新生活支援 72 万円
（新）３歳未満児家庭育児給付

（商品券１万円） 97 万円

臨時福祉給付金（年金低所得者対策） 1800 万円

婚活相談、婚活イベント 119 万円

通学路の安全対策費（役場前交差点改良） 2 億 8560 万円

大型ロータリー除雪車１台導入事業 3000 万円

地域優良賃貸住宅整備　２棟 7643 万円

上水道工事関連配水管布設替 794 万円

火の見やぐら半鐘たたき装置設置補助 129 万円

支援員、カウンセラー等特別支援教育推進 842 万円

北部グラウンド、トレセン等修繕 他 226 万円

移住促進事業 490 万円
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人
口
増
を
目
指
す
予
算
に
な
っ
て
い
る
か

　
３
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
、
29
年
度
予
算
を
集
中
審
議
す
る
た
め
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
松
本
茂
議
員
、
副
委
員
長
に
西
條
正
純
議
員
を
選
出
、
予
算
に
対
し

活
発
な
質
疑
・
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
。

総
　
務
　
課

村
民
生
活
課

産
業
振
興
課

教
育
委
員
会

建
設
水
道
課

◦
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
の
内
訳
は
。

◦
村
民
税
の
滞
納
者
は
固
定
化

さ
れ
て
い
る
の
か
。

◦
税
の
通
知
を
区
長
か
ら
郵
送

に
か
え
た
の
は
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
か
。

◦
㈱
電
算
の
委
託
料
及
び
使
用

料
に
つ
い
て
、
各
課
ご
と
に

一
覧
表
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
て
い

る
た
め
、
交
渉
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
か
。

◦
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
負
担
金
に
つ
い
て
、
委
託

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の

か
、
成
果
に
つ
い
て
。

◦
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

◦
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
と

定
住
促
進
結
婚
祝
い
金
は
、

重
複
し
て
支
給
さ
れ
る
の
か
。

◦
寝
た
き
り
高
齢
者
等
家
庭
介

護
手
当
の
増
額
を
求
め
る
。

◦
人
工
透
析
患
者
は
村
で
何
人

い
る
の
か
。

◦
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
状
況

は
。

◦
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
施
設
改
修

工
事
内
容
は
。

◦
温
泉
の
泉
質
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
が
必
要
。

◦
介
護
予
防
に
は
、
地
域
に
密

着
し
た
予
防
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

◦
地
域
に
根
差
し
た
高
齢
者
が

集
え
る
サ
ロ
ン
に
支
援
を
。

◦
人
家
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
出
没

し
て
い
て
、
人
的
被
害
に
も

及
び
そ
う
で
す
。
檻
の
購
入

に
対
す
る
補
助
、
貸
し
出
し

は
な
い
の
か
。

◦
臨
時
、
嘱
託
職
員
の
保
育
士
を

正
規
職
員
に
で
き
な
い
か
。
保

育
園
で
は
、
定
員
に
近
い
園
児

を
受
け
入
れ
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
。
定
員
に
達
し

た
場
合
、
待
機
児
童
が
生
ず
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

◦
図
書
館
の
司
書
の
人
件
費
は

交
付
税
で
見
ら
れ
る
は
ず
だ
。

正
規
職
員
の
設
置
を
望
む
。

◦
村
道
が
と
ぎ
れ
て
い
る
山
田

温
泉
ス
キ
ー
場
駐
車
場
内
に

村
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

◦
地
区
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
歩

行
型
除
雪
機
の
運
用
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◦
駒
場
橋
の
重
量
制
限
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。
ど
う
や
っ
た

ら
橋
を
長
く
も
た
せ
ら
れ
る

か
、
十
分
考
え
て
管
理
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◦
山
田
温
泉
下
水
道
の
接
続
向
上

の
為
に
何
か
考
え
て
い
る
か
。

◦
簡
易
電
柵
の
電
線
が
老
朽
化

し
更
新
の
時
期
に
き
て
い
る

が
支
援
措
置
は
あ
る
の
か
。

◦
果
樹
共
済
は
村
で
掛
金
の
２

割
の
補
助
が
あ
る
が
、
も
っ

と
嵩
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

◦
情
報
誌
の
制
作
と
あ
る
が
、

じ
ゃ
ら
ん
の
情
報
誌
と
、
ど

ん
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

◦
圧
雪
車
の
運
行
に
つ
い
て
、

機
械
の
保
全
の
た
め
に
細
心

の
注
意
が
必
要
で
は
な
い
か
。

◦
温
泉
使
用
料
の
予
算
が
昨
年

よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
は
。

ICT による気象データの収集・解析をおこなう最
先端農業実証実験研究拠点を整備。

簡易電柵の電線が老朽化し、更新の時期にきている。



［5］ ［4］平成 29年４月 25日　発行

統

括

質

疑

一
般
会
計
　   

梨
本 

修
造 

議
員

　

山
田
温
泉
旅
館
へ
の
利
用
促

進
の
た
め
の
補
助
金
創
設
に
つ

い
て
、
商
品
券
で
対
応
し
て
ほ

し
い
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
商

品
券
で
は
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
な
ら
な
い
。
入
湯
税

の
還
元
を
決
め
、
村
内
消
費
を

盛
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

内
山
村
長
答
弁

　

入
湯
税
は
温
泉
地
の
環
境
衛

生
施
設
の
整
備
や
大
湯
の
管
理

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
振
興
費

に
一
般
財
源
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。

特
別
会
計
　
　   

水
谷 

清 

議
員

　

特
別
会
計
は
独
立
採
算
の
原

則
が
あ
る
と
思
う
が
診
療
所
会

計
は
運
営
費
に
基
金
を
取
り
崩

し
あ
て
て
い
る
。
基
金
は
診
療

の
機
械
器
具
等
購
入
時
に
使
う

も
の
で
、
運
営
費
に
充
て
る
の

は
お
か
し
い
。
そ
の
点
に
つ
い

て
ど
う
お
考
え
か
。

内
山
村
長
答
弁

　

診
療
所
基
金
条
例
で
は
事
業

の
運
営
上
、
財
源
が
不
足
す
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
不
足
額

を
う
め
る
た
め
の
財
源
に
充
て

る
こ
と
が
出
来
る
。

平成 29 年度 高山村一般会計予算　討論

平成 29 年度 国民健康保険予算　討論

　来年度の一般会計予算の総額は 41 億 1900 万円で、前
年度比 1.8％の増額です。
　人口減少歯止めのため「就農おためし住宅」での体験
事業、ICT を活用した最先端農業実証実験によるワイン振
興、家庭育児給付事業や学校給食費引き下げなど子育て
支援、居住１年後の夫婦への祝金など移住・定住促進と
結婚支援を図っており期待します。

西條  正純 議員

　国民健康保険は地域医療の確保などに大変重要な役割
を担っております。
　しかし、高齢化など医療給付費が増加傾向にあり、厳し
い状況の中平成 24 年度保険料の値上がりの後は、一般会
計からの繰り入れはせず、一億円からの基金もあり、財政
運営も良好な状況であり、安定した制度となっている。

宮川  登志一 議員

　マイナンバー制度に係る経費が数多く盛られている。
村長の公約の情報発信の第一歩は村のホームページで
はないか。
　次に未満児家庭育児給付制度について、なぜ育児支
援を保育園に入る入らないで分ける必要があるのか。
それが本当に子育て支援なのか、
　今だに私は納得できません。

畔上  孝一 議員

　国保加入世帯の平均所得は 140 万円です。本村の加
入世帯 1019 世帯となっており 492 世帯が何らかの軽減
措置を受けています。
　以前村は 2000 万円・3000 万円と法定外繰入をして
軽減措置を図りました。生活の困きゅう化は保険税の滞
納を引き起こします。加入者の健康と暮らしを守るため
本議案に反対致します。

湯本  眞也 議員

賛　　成

賛　　成

反　　対

反　　対

意 見 書 「共謀罪（テロ等準備罪）」法案の国会提出に反対する陳情があり、委員会、本議会
共に採択。議員発議により意見書を関係機関に提出しました。　　   全員賛成・可決

予算審査特別委員会の審査状況。
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総務文教
常任委員会報告

民生産建
常任委員会報告

教
育
関
係
者
と
の
懇
談

　

２
月
22
日
、
村
の
教
育
行
政
の
現
状

等
を
把
握
す
る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

始
め
に
中
学
１
年
生
の
授
業
参
観
、
１

組
理
科
、
２
組
英
語
と
、
２
ク
ラ
ス
の

参
観
を
行
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
と
も

活
発
な
意
見
等
、
積
極
的
に
授
業
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
し
て
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

①
高
山
村
総
合
教
育
会
議
重
点
施
策
、

児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動
、
給
食
費
の

改
訂
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
、

学
力
向
上
等
に
つ
い
て
。

　

高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
と

の
懇
談
会
が
去
る
２
月
24
日
午
後
、
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
で
す
。

　

今
回
は
、
藤
沢
副
会
長
が
司
会
を
務

め
、
高
山
老
連
の
現
状
を
は
じ
め
と
し

て
、
問
題
点
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

10
年
来
減
少
し
て
い
る
会
員
数
は
下

げ
止
ま
り
、
増
加
の
動
き
が
出
て
き
ま

し
た
。
今
ま
で
老
連
と
い
う
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た

の
で
す
が
、
一
部
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に

老人クラブ活性化についての懇談。

拘
ら
な
い
新
し
い
活
動
を
模
索
し
始
め

た
よ
う
で
す
。

　

議
会
の
方
か
ら
は
梨
本
委
員
長
か
ら

議
会
の
合
同
視
察
で
見
学
し
た
下
伊
那

郡
泰
阜
村
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
「
悠
々
」
の
模
様
を
お
話
い
た
し
ま

し
た
。

　

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
が
共
同

で
奨
め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
は
自
活
で
き
る
高
齢
者
が
共
同
で

助
け
合
っ
て
生
活
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

（
梨
本
修
造
）

保育園・小学校・中学校より主な活動や状況について説明を聞く。

②
高
山
村
共
有
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
は
、

地
域
や
家
庭
が
、
願
い
や
課
題
を
共
有

し
、
村
を
愛
し
誇
り
の
持
て
る
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
目
的
と
す
る
。

③
現
状
の
取
り
組
み
、
29
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
り
、
保
育

園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
共
有
し
て
教

育
に
当
り
、
質
の
高
い
教
育
を
進
め
る

た
め
、
教
育
関
係
者
各
位
の
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
篠
原
尚
元
）
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３月定例会 一般質問
３月定例会の一般質問は３月７日に開催、８名の議員が16の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

８頁 西條 　正純
これからの公共交通システムと、運転免
許証自主返納の特典は

「地域公共交通網形成計画」を来年度
末に策定

９頁 湯本 　眞也

保育料と学校給食費の無料化は
３歳未満児の自宅育児１人当たり１万
円の商品券を支援

宿泊者が減少しているが増加対策は 大都市圏や海外の誘客に努めます

運動施設の改善は 利用者の声をいただき整備します

10 頁 宮川 登志一

村有林の落葉樹の活用は 薪ストーブ等に村産材を活用

チェーンソー取り扱いの講習会の実施は 安全講習会を開催

11 頁 梨本 　修造

オスプレイ村内飛来の対応は 国の適切な対応を希望する

高齢者対策
地域で健康に生活できるシステムを考
える

休日診療の対応は 休日診療室合同会議でなどで協議

12 頁 水谷 　　清 「道の駅」の村内建設の可能性は
平成 29 年度中に、具体化に向けて検
討する

13 頁 畔上 　孝一

大火災や大災害に村の消防態勢は 必要最低限の消防力は有している

村道除雪に中型ロータリー除雪車の導入を 新年度導入の予定

「共謀罪」法案は 国の動向を見守る

14 頁 涌井 仙一郎

1月14日の大雪による道路の除雪と各
課の対応は

大雪には速やかに情報提供を行うな
ど、住民生活に混乱をきたさないよう
に務める

高齢者の社会保障費用と介護予防事業
の評価は

高齢者が生きがいや役割をもって暮ら
せる地域づくりを進める

15 頁 澤井 　好子 文化交流施設の建設は
広く村民の意見を聴いて整備構想を策
定する
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県
内
で
返
納
特
典
を
設
け

て
い
る
市
町
村
が
あ
り
、
小

川
村
は
新
年
度
か
ら
２
万
円

を
交
付
、
伊
那
市
は
バ
ス
等

の
運
賃
を
半
額
、
佐
久
市
は

バ
ス
等
の
割
引
券
２
万
２
０

０
０
円
分
を
交
付
し
ま
す
。

　

高
山
村
は
坂
道
が
多
く
、

質
問　

３
月
12
日

か
ら
改
正
道
路
交

通
法
が
施
行
さ
れ
、
運
転
免

許
証
の
更
新
が
変
わ
り
、
75

歳
以
上
は
免
許
更
新
時
の
検

査
結
果
に
よ
っ
て
は
免
許
の

取
り
消
し
・
停
止
処
分
も
あ

り
ま
す
。

3 月の道路交通法の改正で、認知機能検査の結果では医師の診断が
必要な場合もあり、免許更新に長い期間を要することもあります。
北信運転免許センターによると、3月現在の検査予約はすでに 2か
月待ちだそうです。75 歳以上の方は免許更新の通知はがきが届い
たら、すぐ予約をしてください。

「村内循環バスふれあい号」は 2003 年から 69 万㎞以上を走ってきました。
風雪・融雪剤にさらされてきました。修理が終わるまでは代替のバスが運
行中。このサイズの小型バスは「車いす対応」が増えています。新しい車
両を導入する際は、ぜひ「車いす対応」バスにしていただきたい。

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
特
典
は

答   

「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を

来
年
度
末
に
策
定

高
齢
者
が
免
許
証
を
返
納
し

て
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

に
は
、
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。

①
村
の
こ
れ
か
ら
の
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
は
。

②
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返

納
を
促
す
の
か
。

③
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の

高
齢
者
の
特
典
は
。

④
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
が

交
付
さ
れ
な
い
人
へ
の
対
処

は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

近
年
「
長
電
バ
ス
山
田
温

泉
線
」
と
「
村
内
循
環
バ
ス

ふ
れ
あ
い
号
」
の
利
用
者
数

の
減
少
で
、
路
線
の
存
続
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
、
昨
年

か
ら
「
高
山
村
公
共
交
通
協

議
会
」
の
意
見
を
い
た
だ
き

「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」
の
来
年
度
末
の
策
定
に

向
け
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

①
「
山
田
温
泉
線
」
は
運
行

路
線
を
再
編
・
ダ
イ
ヤ
見
直

し
で
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、

「
ふ
れ
あ
い
号
」
は
小
型
車
両

に
よ
る
予
約
制
の
デ
マ
ン
ド

型
運
行
で
交
通
空
白
地
域
を

解
消
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
本
村
で
自
動
車
は
生
活
す

る
上
に
不
可
欠
で
、
公
共
交

西 條  正 純  議 員

通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
合
わ

せ
検
討
し
ま
す
。

③
須
高
地
区
の
タ
ク
シ
ー
利

用
の
際
に
「
運
転
経
歴
証
明

書
」
を
提
示
し
て
割
引
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

④
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
は

自
ら
返
納
さ
れ
た
方
へ
の
交

付
、
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問　

新
し
い
公
共
交
通

網
の
具
体
策
を
早
く
示
し
て

ほ
し
い
。
村
独
自
の
返
納
特

典
が
な
い
の
で
、
設
け
ら
れ

な
い
か
。
ま
た
対
象
年
齢
を

ど
う
す
る
か
。
１
回
限
り
で

な
く
毎
年
の
交
付
に
で
き
な

い
か
。

答
弁　

特
典
は
新
し
い
公
共

交
通
網
に
基
づ
い
て
検
討
し
、

対
象
年
齢
や
交
付
の
回
数
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問
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学校給食の無料化で子育て支援を厚く。

昇降に困難と質問に、雪が消えたら手すりを設置と答弁のあっ
た「ふるさとふれあい広場」の階段。

質
問　

村
の
温
泉
地
は
、
昨

年
秋
ま
で
は
減
少
し
つ
つ
も

客
が
あ
っ
た
。
年
末
か
ら
こ

の
３
月
ま
で
宿
泊
客
は
激
減

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
集

客
手
段
を
と
ら
れ
る
か
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

　

宿
泊
客
は
ピ
ー
ク
時
の
４

割
以
下
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
Ｊ
Ｒ
の
「
信

州
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
事
業
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
や
長
野

県
と
連
携
し
て
大
都
市
圏
か

ら
と
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
と
連

携
し
、
海
外
へ
の
情
報
発
信

等
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

誘
客
に
努
め
ま
す
。

質
問　
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

広
場
」
の
南
側
フ
ェ
ン
ス
に

出
入
り
口
の
設
置
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
床
の
凹
凸
を
直
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
有
る

が
。

答
弁
（
渋
谷
教
育
次
長
）

　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
き

質
問　

子
育
て
世
代
に
保
育

料
・
学
校
給
食
費
の
無
料
化

は
定
住
支
援
に
役
立
つ
と
思

う
が
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

子
育
て
支
援
に
は
、
多
子

世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
と
３

歳
未
満
児
の
自
宅
育
児
１
人

運
動
施
設
の
改
善
は

保
育
料
と
学
校
給
食
費
の
無
料
化
は

答   

利
用
者
の
声
を
い
た
だ
き
整
備
し
ま
す

答   

３
歳
未
満
児
の
自
宅
育
児
１
人
当
た
り

１
万
円
の
商
品
券
を
支
援

当
た
り
１
万
円
の
商
品
券
を

支
給
し
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
を
１
食
25
円
引

き
下
げ
て
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
高
山
村
の
創
造

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

湯 本  眞 也  議 員

宿泊者が減少しているが
増加対策は

答   大都市圏や海外の誘客に努めます

ま
し
て
は
、
利
用
者
の
皆
様

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

整
備
し
ま
す
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

屋
内
多
目
的
ホ
ー
ル
の
床

に
つ
い
て
起
伏
が
生
じ
プ
レ

イ
に
不
満
の
あ
る
こ
と
は
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
床
の
整

備
は
専
門
業
者
の
調
査
・
助

言
を
待
っ
て
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問
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答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

　

近
年
県
内
自
治
体
で
は
、

林
内
に
放
置
さ
れ
た
間
伐
材

を
薪
や
お
が
粉
な
ど
に
加
工

販
売
す
る
な
ど
、
里
山
の
未

利
用
材
の
有
効
活
用
の
取
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
も
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
３
件
、
薪
ス
ト
ー
ブ

８
件
の
設
置
に
支
援
を
行
う

質
問　

村
で
は
、

ペ
レ
ッ
ト
、
薪
ス

ト
ー
ブ
を
購
入
さ

れ
た
方
に
、
補
助

金
を
出
し
て
も
ら
え
る
。
燃
料

は
果
樹
の
老
木
、
腐
乱
病
に
か

か
っ
た
リ
ン
ゴ
の
木
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
村
有

林
の
落
葉
樹
の
活
用
等
願
い

た
い
が
い
か
が
な
も
の
か
。

村
有
林
の
落
葉
樹
の
活
用
は

答   

薪
ス
ト
ー
ブ
に
村
産
材
を
活
用

な
ど
、
地
域
の
天
然
資
源
を

活
用
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

村
有
林
内
の
広
葉
樹
は
、
急

峻
な
地
形
に
あ
り
林
道
や
作

業
道
が
あ
ま
り
整
備
さ
れ
て

い
な
い
等
か
ら
、
伐
採
し
搬

出
し
て
薪
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
利
用
者

の
薪
の
使
用
量
や
調
達
方
法

等
調
査
を
行
い
、
里
山
に
お

い
て
の
木
材
資
源
を
活
用
し

た
薪
を
供
給
す
る
仕
組
み
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

薪ストーブに村産材の活用を。

チェーンソーの取り扱いにはくれぐれも注意を。

チェーンソー取り扱いの
講習会の実施は

答   安全講習会を開催

質
問　

最
近
農
家
も
果
樹
の

手
入
れ
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
安
全
に
作
業
が
で

き
る
よ
う
、
森
林
組
合
等
に

依
頼
し
て
、
安
全
な
木
の
切

り
方
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
刃
の
研
磨
等
に
つ
い
て
、

講
習
会
を
開
催
し
た
ら
ど
う

か
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

　

村
内
で
は
、
個
人
の
山
の

伐
木
や
病
害
虫
等
に
よ
る
果

樹
の
伐
採
、さ
ら
に
薪
ス
ト
ー

ブ
等
の
薪
を
自
ら
作
る
な
ど
、

多
く
の
方
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
は
、
取
り
扱
い
を
間
違

え
る
と
大
き
な
け
が
に
繋
が

る
こ
と
か
ら
、
伐
採
の
方
法
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作
方
法
、

点
検
、
整
備
や
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
目
立
て
の
方
法
等
の
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
の
開

催
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

宮 川  登 志 一  議 員

一 般 質 問
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着陸時に生ずる強力な風圧で土ぼこりを舞い上げるオスプレイ。
「平和新聞」３月５日号より。

高齢者が歩いて買い物にいく事ができる㈱ふるさとセンター山田。

境
大
臣
に
運
用
に
関
す
る
要

望
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
13
日
に
沖
縄
県

名
護
市
の
沖
合
に
海
兵
隊
の

オ
ス
プ
レ
イ
が
不
時
着
大
破

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
日
か
ら
17
日
に

か
け
て
相
馬
原
演
習
場
と
関

山
演
習
場
で
日
米
共
同
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
海
兵
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
６
機
参
加
す
る
と
北
関
東

防
衛
局
か
ら
情
報
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

阿
部
知
事
は
日
米
合
同
委
員

会
合
意
を
守
る
よ
う
要
請
を

し
て
い
ま
す
。
私
は
県
な
ど
、

３
団
体
で
要
請
を
し
て
い
る

の
で
、
国
が
適
切
な
対
応
を

取
る
よ
う
見
守
っ
て
い
ま
す
。

態
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
方
と
75
歳
以
上
の
世

帯
を
合
わ
せ
１
８
０
人
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
民
生
児
童
相

談
員
に
よ
る
冬
季
見
守
り
活

動
を
通
じ
生
活
相
談
や
援
助

質
問　

高
齢
者
が
健
康
に
過

ご
す
た
め
に
は
適
度
な
蛋
白

質
等
が
必
要
、
買
い
物
難
民

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

買
い
物
に
困
る
方
々
の
実

質
問　

昨
年
の
９
月
議
会
で
、

久
保
田
前
村
長
へ
の
質
問
中
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
に
つ
い

て
の
情
報
収
集
は
町
村
会
を

通
じ
て
行
う
と
い
う
返
答
を

得
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
と

村
長
の
活
動
は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

ア
メ
リ
カ
国
防
省
は
横
田

基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
を
２
０

２
１
年
ま
で
に
10
機
配
備
す

オ
ス
プ
レ
イ
村
内
飛
来
の
対
応
は

高
齢
者
対
策

答   

国
の
適
切
な
対
応
を
希
望
す
る

答   
地
域
で
健
康
に
生
活
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

る
と
発
表
し
、
国
内
４
か
所

を
訓
練
地
域
と
し
て
指
定
し

た
。
そ
の
内
、
Ｈ
地
域
が
長

野
県
内
を
通
過
し
、
高
山
村

を
含
む
17
市
町
村
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　

県
は
関
係
市
町
村
の
意
見

を
も
と
に
、
平
成
28
年
９
月

20
日
付
で
、
長
野
県
知
事
、

県
市
長
会
長
、
県
町
村
会
長

の
連
名
で
防
衛
大
臣
及
び
環

を
し
て
い
ま
す
。

　

食
料
品
や
生
活
必
需
品
の

買
い
物
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ

な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

事
業
者
と
行
政
の
密
接
な
協

力
が
必
要
で
す
。
特
に
団
塊

の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
見
据
え
て
、

地
域
で
健
康
に
生
活
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

梨 本  修 造  議 員

一 般 質 問



［12］ 120号

を
は
じ
め
様
々
な
視
点
か
ら

総
合
的
な
検
討
が
必
要
で
あ

り
ま
す
と
力
説
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
御
存
知
の
と
お

り
、「
道
の
駅
」
は
国
土
交
通

省
の
認
可
が
必
要
で
あ
り
、

条
件
の
中
に
は
年
間
24
時
間

無
料
の
駐
車
場
そ
れ
に
伴
う

ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
か
な
り

維
持
管
理
に
経
費
が
か
か
る

質
問　
「
道
の
駅
」

の
村
内
建
設
の
可

能
性
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

村
政
運
営
方
針
の
中
で
、

村
長
の
公
約
で
あ
り
ま
す「
道

の
駅
」
及
び
「
星
の
駅
」
の

整
備
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は

農
業
や
観
光
な
ど
の
産
業
振

興
の
み
な
ら
ず
、
交
通
施
策

群馬県川場「道の駅」地元産とりたて野菜。

道の駅ファーマス木島平。

「
道
の
駅
」
の
村
内
建
設
の
可
能
性
は

答   

平
成
29
年
度
中
に
、

具
体
化
に
向
け
て
検
討
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
点
を
含
め
「
道
の
駅
」、「
星

の
駅
」
の
設
置
に
む
け
て
の

構
想
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　
「
道
の
駅
」
建
設
構
想
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
山
村
を
訪

れ
る
お
客
様
の
流
れ
を
作
り
、

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
あ
ふ
れ

る
村
作
り
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
建
設
計
画
に
つ

き
ま
し
て
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
経
済
、
観
光
、
福
祉
、

防
災
、
文
化
な
ど
、
よ
り
地

域
の
賑
わ
い
や
活
気
が
出
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
村
に
は
農
作
物
や
美
し

い
景
観
な
ど
資
源
が
豊
富
に

有
り
、
中
で
も
、
り
ん
ご
、

ワ
イ
ン
な
ど
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
、
お
客
様
に
十
分

御
満
足
い
た
だ
け
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
「
道
の
駅
」
は
大
変
有
効
な

拠
点
施
設
と
考
え
て
お
り
、

構
想
の
具
体
化
に
当
り
ま
し

て
は
、
全
庁
を
横
断
し
た
組

織
を
立
ち
上
げ
建
設
実
現
の

た
め
、
29
年
度
に
は
構
想
を

具
体
化
に
向
け
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

水 谷  　 清  議 員

一 般 質 問



［13］ ［12］平成 29年４月 25日　発行

村所有の乗用型小型ロータリー除雪車。今年は歩道の外に
村道の除雪、排雪に大活躍でした。もう一回り大きなロー
タリー除雪車がほしいですね。

胸を張って行進する消防団員。

畔 上  孝 一  議 員

大
火
災
や
大
災
害
に
村
の
消
防
態
勢
は

答   

必
要
最
低
限
の
消
防
力
は
有
し
て
い
る

質
問　

１
月
の
大
雪
の
際
、

集
落
の
中
な
ど
除
雪
の
行
き

届
か
な
い
所
が
多
く
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
①
村
道
の
除
雪
、

排
雪
に
村
で
中
型
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
の
導
入
の
計
画

は
。

②
村
職
員
も
含
め
業
者
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
対
策
は
。

答
弁
（
小
林
建
設
水
道
課
長
）

①
村
道
除
雪
に
は
委
託
業
者

所
有
の
除
雪
ド
ー
ザ
17
台
、

村
所
有
の
除
雪
ド
ー
ザ
７

台
、
業
者
所
有
の
大
型
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
１
台
及
び
村

所
有
の
大
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
１
台
。
歩
道
除
雪
に
は

村
の
乗
用
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
車
２
台
と
歩
行
型
除
雪

機
４
台
で
当
た
っ
て
い
ま
す
。

豪
雪
時
を
含
め
除
雪
体
制
と

機
械
力
の
充
実
を
図
る
た
め
、

来
年
度
に
中
型
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
車
１
台
を
増
強
の
予
定

で
す
。

②
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
各
社
と

も
除
雪
専
用
で
雇
用
さ
れ
て

い
る
方
は
少
な
く
、
社
員
と

質
問　

昨
年
12
月
、
糸
魚
川

で
大
火
災
が
発
生
し
た
。
大

火
災
・
災
害
に
対
し
て
村
の

消
防
態
勢
は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

須
高
地
区
全
体
の
消
防
力

を
見
ま
す
と
須
坂
市
は
消
防

ポ
ン
プ
車
４
台
、
小
布
施
町

は
２
台
、
高
山
村
は
１
台
、

計
７
台
を
配
備
し
て
お
り
基

準
よ
り
１
台
上
回
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
本
村
の
状
況
は

高
山
分
署
に
消
防
ポ
ン
プ
車

１
台
、
消
防
団
の
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
車
両
６
台
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
が
12
台
、
救
急

車
1
台
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
備
職
員
数
は
15

名
、
消
防
団
員
は
１
９
６
名

で
す
。

　

消
防
ポ
ン
プ
車
数
、
職
員

数
、
消
防
団
員
数
の
い
ず
れ

も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、
必
要
最
低
限
の
消
防
力

は
有
し
て
い
ま
す
。

　

大
災
害
等
で
本
村
だ
け
で

対
応
で
き
な
い
場
合
は
「
長

野
県
市
町
村
災
害
時
相
互
応

援
協
定
書
」
に
基
づ
き
応
援

を
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
災
害

に
強
い
、
安
全
・
安
心
の
村

づ
く
り
に
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
、
万
全
を
期
し
て
参

り
ま
す
。

し
て
他
の
業
務
と
兼
務
さ
れ

て
い
る
従
業
員
の
皆
さ
ん
が

大
半
で
す
。

　

熟
練
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
高
齢
で
退
職
さ
れ
て
い
く

反
面
、
除
雪
回
数
そ
の
も
の

が
減
少
し
、
経
験
不
足
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
除
雪
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
除
雪
会
議
」
等
で
各
社
の

実
情
を
お
聞
き
し
、
運
転
技

能
講
習
会
な
ど
の
受
講
の
支

援
を
含
め
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

育
成
、
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

村道除雪に
中型ロータリー除雪車の導入を
答   新年度導入の予定

一 般 質 問
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答
弁
（
内
山
村
長
）

　

大
雪
の
際
は
懸
命
の
除
雪

作
業
等
に
あ
た
り
、
村
民
の

皆
様
に
情
報
無
線
等
を
通
し

て
大
雪
に
対
す
る
注
意
喚
起

を
行
う
ほ
か
、
大
雪
に
よ
り

村
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

そ
う
な
時
な
ど
は
、
速
や
か

に
情
報
提
供
を
行
い
、
住
民

質
問　

1
月
14
日
か
ら
の
記

録
的
な
大
雪
に
よ
り
村
内
の

生
活
道
路
は
積
雪
に
よ
り
朝

の
通
勤
通
学
時
は
、
住
民
生

活
に
大
き
な
混
乱
を
き
た
し

た
。
今
回
の
対
応
は
不
十
分

で
あ
っ
た
反
省
か
ら
、
豪
雪

時
の
初
期
対
応
を
再
考
す
る

必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

1
月
14
日
の
大
雪
に
よ
る

道
路
の
除
雪
と
各
課
の
対
応
は

答   

大
雪
に
は
速
や
か
に
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、
住
民
生
活
に
混
乱
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
務
め
る

質
問　

高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
制
度
の
財
政
負
担
は
重
く
、

医
療
保
険
や
介
護
保
険
の
負

担
増
が
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。

村
高
齢
者
福
祉
計
画
で
健
康

教
育
事
業
の
推
進
、
介
護
予

防
講
座
等
で
保
険
料
軽
減
に

つ
な
げ
る
事
業
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
参
加
者
の
実
態
や

介
護
予
防
教
育
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

チ
ャ
オ
ル
の
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
保
健
師
指
導
の

も
と
、
運
動
や
健
康
相
談
を

行
う
「
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
」

を
開
催
し
、
平
成
27
年
度
の

実
績
は
年
間
32
回
、
延
べ
１

０
８
人
の
皆
様
の
ご
参
加
い

高齢者の社会保障費用と
介護予防事業の評価は

答   高齢者が生きがいや役割をもって
暮らせる地域づくりを進める

た
だ
い
た
。「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
と
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、生
き
が
い
や
役
割
を
も
っ

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
、
村
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
関
係
団
体
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

大雪で村道の通行が困難となり早い除雪が待たれる。

「松の湯倶楽部」は週２回利用でき、ご本人の心や身体、生活の状況等を
踏まえて行っています。
「松の湯倶楽部」の方々は運動・入浴・料理をして食事後の片付けを行う。

涌 井  仙 一 郎  議 員

生
活
に
混
乱
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　

除
雪
作
業
が
間
に
合
わ
な

い
時
に
、
地
区
貸
与
の
歩
行

型
除
雪
機
を
活
用
し
て
皆
様

方
が
自
主
的
に
お
取
り
組
み

い
た
だ
く
よ
う
区
長
会
議
を

通
し
て
お
願
い
す
る
。

一 般 質 問



［15］ ［14］平成 29年４月 25日　発行

高山村に質の高い、文化、芸術拠点整備の必要があると盛り込ま
れた第５次後期総合計画。

澤 井  好 子  議 員

整備検討委員会から答申書を手にした村長。
一般質問で 29 年度は経験豊かな設計士に委託し、概算建設費を積算してまいりた
いと答弁。

文
化
交
流
施
設
の
建
設
は

答   

広
く
村
民
の
意
見
を
聴
い
て
整
備
構
想
を
策
定
す
る

し
、
長
期
的
な
財
政
計
画
を

立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
少
の
経
費
で
最
大
の
活

用
が
図
ら
れ
る
様
、
概
算
建

設
積
算
結
果
等
に
つ
い
て
ブ

ロ
ッ
ク
行
政
懇
談
会
等
を
通

し
て
情
報
の
公
開
を
す
す
め

て
ま
い
り
ま
す
。

②
村
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
場
所
に
設
定
し
た

い
の
で
「
公
共
交
通
機
関
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
場
所
」

「
駐
車
場
が
十
分
確
保
出
来
る

場
所
」
な
ど
答
申
を
尊
重
し

質
問　

高
山
村
で
は
自
然
豊

か
な
長
寿
の
村
で
す
が
集
え

る
場
所
が
無
い
の
で
、

①
村
民
が
気
軽
に
集
え
て

色
々
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る

複
合
施
設
を
求
め
ま
す
。

②
村
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

公
共
交
通
が
在
り
便
利
な
場

所
に
建
設
し
た
い
が
。

③
「
道
の
駅
」
と
の
連
携
や

隣
接
、
或
い
は
統
合
型
の
施

設
を
お
願
い
し
た
い
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

①
「
高
山
村
文
化
、
交
流
活

動
拠
点
施
設
整
備
構
想
」
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た

答
申
に
基
づ
く
収
容
人
数
や

図
書
館
の
蔵
書
数
、
交
流
ス

ペ
ー
ス
等
の
規
模
や
仕
様
を

満
た
す
施
設
の
建
設
に
、
ど

の
程
度
の
建
設
費
が
必
要
か
、

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

財
源
確
保
に
つ
い
て
は
有

利
な
補
助
金
や
起
債
を
検
討

て
ま
い
り
ま
す
。

③
全
庁
を
横
断
し
た
組
織
を

立
ち
上
げ
て
「
道
の
駅
」
と

の
併
設
を
含
め
て
村
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
て

参
り
ま
す
。

再
質
問　

検
討
ば
か
り
で
な

く
、
計
画
期
日
を
明
確
に
示

し
て
ほ
し
い
。

答
弁　
「
文
化
施
設
」
と
「
道

の
駅
」
が
複
合
施
設
と
な
り

得
る
の
か
今
後
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問
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議　

長　

酒
井　

康
臣

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

畔
上　

孝
一

　

副
委
員
長　

水
谷　
　

清

　

委　

員　

湯
本　

眞
也

　

委　

員　

澤
井　

好
子

　

委　

員　

宮
川
登
志
一

　

委　

員　

篠
原　

尚
元

　

委　

員　

涌
井
仙
一
郎

　

ド
イ
ツ
の
歌
に
は
花
や
緑
、

月
、
星
…
自
然
の
造
形
が
沢
山

登
場
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
自
分

の
想
い
を
な
ぞ
ら
え
る
の
で
す
。

自
然
が
語
り
か
け
詩
人
を
雄
弁

に
さ
せ
、
作
曲
家
が
紡
ぎ
だ
し

た
旋
律
を
音
楽
家
が
演
奏
し
、

聴
衆
が
い
る
こ
と
で
初
め
て
完

成
す
る
芸
術
、
そ
れ
が
歌
曲
で

す
。
私
は
こ
れ
と
日
本
の
俳
句

の
世
界
に
共
通
点
を
感
じ
て
い

る
の
で
す
が
、
亡
き
祖
父
が
俳

人
で
あ
っ
た
こ
と
に
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

留
学
先
の
南
ド
イ
ツ
で
そ
の

風
景
に
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感

じ
た
の
で
す
が
、
幼
い
こ
ろ
に

見
た
高
山
村
の
そ
れ
と
酷
似
し

て
い
た
か
ら
で
し
た
。
ピ
ン
と

張
り
つ
め
た
キ
メ
の
細
や
か
な

空
気
と
静
け
さ
、
も
う
そ
れ
だ

け
で
天
空
か
ら
音
楽
が
降
り
注

ぐ
よ
う
で
し
た
。
高
山
村
は
そ

ん
な
ド
イ
ツ
に
似
た
素
材
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
な
ら

こ
の
村
の
も
つ
魅
力

が
伝
わ
り
、
多
く
の

人
に
訪
れ
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。
実
現

さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
は
「
時
間
」
に
隠

さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
買
い
物
か
ら

　

高
山
村
に
い
る
頃
か
ら
ピ
ア

ノ
を
通
し
て
音
楽
に
親
し
ん
で

き
た
私
が
声
楽
に
目
覚
め
た
の

は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
て
か

ら
で
し
た
。「
東
京
に
来
た
ら
音

楽
を
習
い
た
い
」
と
密
か
な
野

望
を
抱
い
て
い
た
私
は
、
縁
あ
っ

て
声
楽
を
習
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
の
め

り
込
み
、
い
よ
い
よ
プ
ロ
の
声

楽
家
に
な
っ
た
の
は
30
歳
を
過

ぎ
た
遅
い
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
今
は
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ

に
も
出
演
し
て
い
ま
す
が
、
昔

か
ら
私
の
心
を
捉
え
て
離
さ
な

い
の
は
ド
イ
ツ
の
歌
曲
で
す
。

★★

わ
た
し
の

声

☆ 
歌
と
ド
イ
ツ
と
高
山
と 

☆

シュトゥットガルト州立歌劇場。
シュトゥットガルト州立歌劇場で
のコンサート。

　

今
冬
の
豪
雪
に
驚
き
、
少
雪

に
な
れ
た
私
達
は
雪
か
た
付
け

に
お
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
息
吹
と
共
に
、
雪
は
跡

形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
キ
ノ
ト

ウ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
も
咲

い
て
野
良
仕
事
も
い
そ
が
し
く

な
り
ま
す
。
枝
垂
桜
・
大
山
桜

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
始
ま
り
ま

し
た
。
村
独
自
の
新
し
い
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
４
月
15
日
に
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。
新

た
な
村
の
産
業
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

明
日
に
希
望
を
持
っ
て
一
歩

一
歩
を
踏
み
出
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

（
湯
本
眞
也
）

観
光
へ
、
観
光
か
ら
滞
在
へ
、

滞
在
か
ら
居
住
へ
、
そ
の
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え

て
行
く
こ
と
で
、
素
材
豊
か
な

村
の
未
来
地
図
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
に
文
化
が
担
う
役
割
も
大
き

い
と
感
じ
な
が
ら
、
私
は
歌
い

続
け
て
い
ま
す
。

120号


